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学力向上
委員会

公開授業やＯＪＴ校内チーム研
修等による研究授業を促進し，
学力向上に資する授業力の向上
を図る。

・ＯＪＴ校内チーム研修による課題の共
有，実践を行う。
・公開授業・研究授業の成果を踏まえ，本
校独自の「授業のポイント」を作成する。

・研究授業を実施または参観した教員の割
合が80％以上（教員）
・学校教育診断アンケート「授業の進め方
等に工夫が見られ，分かりやすく充実した
授業である」の項目のプラス評価の割合が
80％以上（生徒）

・校外の研究授業等の案内を掲示し参加を
促している。
・「授業のポイント」の一つとして，「本
時の目標」を各教室に掲示した。
・ＯＪＴ校内チーム研修をスタートさせ，
「主体的・対話的で深い学び」を本校の７
つの力とリンクさせ，授業研究に取り組ん
でいる。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

・ＯＪＴ校内チームでは，「主体的・対話
的で深い学び」を共通テーマに，各チーム
ごとにテーマ設定をして授業研究に取り組
んだ。
・研究授業実施者だけでなく，参観者も多
く，目標とした「研究授業を実施または参
観した教員の割合」は80％を超えた。
・「授業の進め方等に工夫が見られ，分か
りやすく充実した授業である」の項目のプ
ラス評価の割合は79％で，目標達成には届
かなかったが，学年によっては80％を超え
る高い結果を出している。

Ａ
Ｂ

Ｂ

・多くの教員が研究・公開授業を
行ったり参観したりして，様々な
授業の工夫を見ることができてお
り，授業について話せる機会も増
えている。
・学習の積み残しから授業につい
て行くことが難しくなっている生
徒も見受けられることから，「分
かりやすく」という点において評
価が伸びなかった可能性がある。

妥当である。 適切である。

教務課

学習環境や学習態勢を整える意
識を高め，学力向上に繋がる授
業力の向上を図る。

・整備されたＩＣＴを有効活用し，効果的
な授業を展開していく。
・共通の目標を立てて授業規律を整え，学
習意欲が高まる雰囲気を作りを行う。
・年間を通した授業目標を明確にして，授
業力の向上に取り組む。

・各教科において，ＩＣＴを有効活用した
授業実践事例を１つ以上あげることができ
る。
・各学年，教科で授業規律を整えるための
目標を立て，取り組んでいくことができ
る。
・学校教育診断アンケート「授業の進め方
等に工夫が見られ，分かりやすく充実した
授業である」の項目のプラス評価の割合が
80％以上（生徒）

・ＩＣＴは多くの先生方が活用している。
今後，各教科に実践事例の調査を行う予定
である。
・「本時の目標」を各授業で明示できるよ
う，各教室に配置した。
・各教員がより良い授業を行うために日々
教材研究に励んでいる様子がうかがえる。

Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｂ

・教科としての取組までには至っていない
が，ＩＣＴを効果的に活用した授業を実践
している教員が増えてきている。
・学習意欲の高まる授業の実践するため
に，教材研究に時間をかけている教員が多
い。
・学校教育診断アンケート（生徒）「授業
の進め方等に工夫が見られ，分かりやすく
充実した授業である」の項目のプラス評価
の割合79％，昨年度より微増。

Ａ
Ｂ
Ｂ

Ｂ

・個々の教員としては，何らかの
工夫をしているが，課題を共有し
て組織的に取り組むまでには至っ
ていない。

妥当である。 適切である。

３年

高校在学時のキャリア教育のま
とめとして，また進路決定に向
け,ＩＣＴを活用した授業研究を
実施する。

・「生徒の進路実現への意識が高まる」,
「知識が定着する」等,３年次に効果的なＩ
ＣＴの活用のタイミングを学年団全教員で
研究する。

・第１学期に１度，ＩＣＴを活用した授業
を実施し，学年団会議で協議を行う。

・学年集会や授業,ＣＣＴでＩＣＴを活用し
た。活用のタイミングについては、生徒ア
ンケートをもとに協議する。

Ｂ Ｂ

・集会での活用は年間１度実施した。授業
では各教科で工夫して活用した報告があっ
た。

Ｂ Ｂ

・授業や生徒への説明だけでな
く，保護者説明会などで活用する
ことが好評だった。

妥当である。 適切である。

１年

家庭学習時間を確保し，基礎学
力の向上を図る。

・家庭学習の時間を毎日２時間以上確保す
る。授業前準備を万端にして授業に臨む。

・２時間以上家庭学習をする者６割以上。 ・２回目（5月）の学習実態調査では２時間
以上家庭学習をする者が58名/320名。

Ｃ Ｃ

・１月の学習実態調査では２時間以上家庭
学習をする者が　106名/320名  33%。

Ｃ Ｃ

・１月の調査では平均が105分。１
時間未満の生徒が74人（約23%）。
一番多い分布は１時間～１時間
半，次いで１時間半～２時間で，
いずれも約20％となっている。全
体にもう30分ずつ学習時間を増や
す必要がある。

妥当である。

単に時間が長
ければよいとい
うわけでもな
い。課題を増や
すことが逆効果
になることもある
との指摘あり。

普通科

各学年・進路指導課・教務課と
連携し，進路実現のために必要
な学力の養成と進路意識の高揚
に取り組む。

・授業公開やＩＣＴ機器を活用した授業方
法の研究を通して教員の指導力向上に努め
る。
・ＬＨＲやＣＣＴの活動を通じて，進路に
対する生徒の意識を高め，目標達成に向け
た学習活動への動機付けを行う。

・各学年，進路指導課，教務課の関連する
目標の達成状況に準じて判断する。

・各教科での研究，取り組みが継続的に行
われてると思われる。
・進路意識の持ち方には生徒ごとの個人差
が大きいが，担任等による働きかけは様々
な形で行われている。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

・指導力向上に関しては，各種研修会や研
究授業への参加・参観等を通して一定の成
果は認められる。
・進路意識については個人差が大きいが，
具体的な目標を定めて努力を続けている生
徒は少なからず存在している。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

・教員個人レベルでの知識・能力
は向上していると思われるが，教
科内での共有という点では改善の
余地が残る。
・個々の生徒の置かれている状況
が異なるため意識の個人差が大き
い。

妥当である。 適切である。

商業科

学力向上を目的とした授業改善
（ＩＣＴの効果的な活用も含め
た）を図りながら，授業内容の
課題を文書化し共有する。

・研究授業及び公開授業を通し，授業見学
を行い，授業づくりに参画する。
・学期や定期考査ごとに振り返りながら，
課題を明らかにする。

・授業内容の課題を共有できるような各科
目指導計画書を，主要科目を中心として作
成する。

・機会を捉えて，授業における課題や指導
法について研修を行った。また，教科「商
業」の授業力向上のための各分野における
研修会にも参加し，科内の情報共有に努め
た。授業の進捗状況は，商業科教員間で連
絡調整をし，共有した。

Ｂ Ｂ

・年間を通じて，商業に関する学校外での
研修会に教員が参加し，商業科内で情報を
共有し，授業改善及び業務改善に取り組む
ことができた。研修で得られた成果で，本
校で取り入れられるものについては，取り
組んでいく土壌はあるが，新学習指導要領
への対応等の課題もある。

Ｂ Ｂ

・商業科目はいくつかの分野（大
きく４つの分野）があり，学校外
での研修会の資料や成果を，資料
回覧や担当者間研修，資料整理等
で共有することができた。

評価はＡで
もよいとの意
見あり。

適切である。

②
キャリア
教育委員
会

「キャリア・ノート」を活用
し，改善を図る。

・総合的な学習の時間だけではなく，ホー
ムルーム活動の時間や学校行事などでも
「キャリア・ノート」を活用する。
・キャリア教育の年間指導計画を教員間で
共有し，事前・事後学習や学校行事同士の
関連を理解する。
・総合的な学習の時間，ホームルーム活動
の内容を検討する。

・学校行事や講演会等の事後感想文，社会
貢献活動や検定試験の記録などで活用され
ている。
・特別活動の全体計画を作成するなどキャ
リア教育の手引きが改善されている。
・総合的な学習の時間やホームルーム活動
の時間の内容が見直され，指導案が整備さ
れている。

・講演会の事後感想文や社会貢献活動の事
後報告書等は概ね良好だが，その他の記録
について生徒の自主的な記録までには至っ
ていない。
・キャリア教育の手引きは，その改善に着
手できていない。今後取り組みたい。
・ホームルーム活動の時間について，指導
案の整備は不十分である。来年度の計画立
案と並行して，内容面の見直しも行いた
い。

Ｂ
Ｃ
Ｃ

Ｃ

・年度末の振り返りなどを生徒自身が記録
し，次年度へ引き継ぐことができた。各種
記録について，生徒の自主的な記録が望ま
れる。
・特別活動の全体計画は未着手で作成でき
なかったが，キャリア教育の手引きは，内
容を充実させ，改訂版を次年度配付予定で
ある。
・次年度の総合的な学習の時間では，課題
研究の時間を充実させるなどの見直しを
行った。指導案の整備は不十分であった。

Ｂ
Ｃ
Ｂ

Ｂ

・「キャリア・ノート」の各種記
録などの目的や活用について，生
徒が十分に理解できていない。
・キャリア教育委員会の開催が年
度の後半に集中した。課題点や優
先順位を整理し，年度の早い段階
から取りかかる必要があった。
・調査書の様式変更などに向け
て，一定の内容の見直しが行えた
が，ワークシートでの振り返りや
評価については来年度以降の課題
である。指導案の整備は，他の分
掌との連携強化が必要であった。

妥当である。 適切である。

評価基準

A　当初の見込みを超える取組を行うことができ，目
標を上回る達成状況である。

B　当初の見込みどおりの取組を行うことができ，ほ
ぼ目標どおりの達成状況である。

C　当初の見込みの取組を行うことができず，目標を
下回る達成状況である。

・校内研修会を開催し，次期学習指導要領
や「キャリア・ノート」について教員の理
解を深める。また，生徒向けにはスタート
プログラムⅠで「キャリア・ノート」につ
いて理解を深めさせる。
・「キャリア・ノート」とe-ポートフォリ
オとの関係は，今後先進校を訪問するなど
研究を進める。
・指導教諭や教務課と連携して，振り返り
（自己評価）や評価についての改善に努め
る。

該当する経
営目標の
番号

課・学科・学
年等 具体的目標 具体的計画 達成基準

①

・新学習指導要領及び新しい入試に向けた
指導方針を明確にして，授業研究をさらに
進めること。
・生徒に，求められる具体的な姿や力を，
ルーブリック等で示すことにより，目標を
明確にさせること。

・情報の集約と発信を積極的に行っていく
必要がある。

・大学入試の実施方法が新たな局面を迎え
るにあたり，生徒，保護者も含め学校全体
でＩＣＴを活用し，共通理解，認識を持つ
必要がある。

・課題を増やす，進路に対する意識を高め
るなど，家庭学習をせざるを得ない状況を
つくらないといけない。

・教科内での情報の共有やコミュニケー
ションの機会を意識的に増やすような取り
組みが必要であろう。
・生徒の状況に応じて，適宜個人面接を行
うなど，柔軟な個別指導や情報提供が必要
と思われる。

・商業科内，各学年及び科目担当者間にお
いて，主要科目の指導計画書の共同作成や
情報共有により，授業改善や授業力向上に
つながると考える。

・教室の環境整備などに取り組んできた。清掃は一部徹底できていないところもあるが，
概ね良好。ただし，継続した取組は必要。挨拶や身嗜みは，学科や学年を中心に取り組
んだ。さらなる改善の余地があり，来年度の新入生から制服のマイナーチェンジを契機に
さらなる改善を図りたい。

中　間　期 年　度　末 学校関係者評価

改善のための方策

平成29年度　岡山県立西大寺高等学校　学校評価書

学校経
営目標

コミュニケーション能力（７つの力）の
育成を核とした学校づくり

－グローバル化する社会で生きる力の育成－

重点目標と評価 【中間評価】

・各学年の協力の下，「キャリア・ノート」の完成度を
上げてきている。しかしながら，キャリア教育の年間
指導計画を示すことができておらず，各行事に系統
性を持たせた指導が不十分である。これも含めて
キャリア教育の手引きの改善と生徒のより自主的な
活用が課題である。

重点③　美しい学校づくり…「美しい場所で　美しく歩き　美しく話す」
評価：各分掌，自己で定めた具体的な目標指標に従って総合評価する。

・挨拶，服装，清掃など様々な場面で引き続き指導
し，更なる改善を図りたい。

【最終評価】

重点①　授業力向上の取組…ICTの効果的な活用と研究授業の推進
評価：ICTを活用できている教員の割合が80％以上
　　　研究授業を実施または参観した教員の割合が80%以上
　　　学校教育診断アンケート「授業の進め方等に工夫が見られ，分かりやすく
　　　充実した授業である」の項目のプラス評価の割合が80%以上（生徒）

・普通教室にもICT環境が整備され，多くの教員が
ICTを活用した授業を行っている。OJT校内チーム研
修を行う一方で，他校の研究授業への積極的な参
加を促している。

・教員向けアンケートで「ICTを活用している」と回答した者は69.1%。学校教育診断アン
ケートの同様の項目「ICTは活用されている」では，肯定的回答が92%。教科の特性なども
あり，全員が活用とはいかないものの，全体としては高い評価だった。授業用パソコンや
DVDプレーヤーも整備され，今後の活用も期待される。
・OJT校内チーム研修を中心として授業参観や研究授業を行った。また高教研の教科部
会での公開授業・研究授業も本校でいくつか実施された。これらの取組を通して，「研究
授業を実施または参観した」者は約82%。
・生徒向けの学校教育診断アンケート「授業の進め方に工夫が見られ，…」では昨年から
微増の79%。次期学習指導要領や入試制度の変更に対応できるよう，校内研修も行うな
ど授業力向上の取組は継続していきたい。

重点②　「キャリア・ノート」の活用…事前・事後学習と系統性の充実
評価：教育活動全般にわたり「キャリア・ノート」が活用され，系統的な
　　　指導がなされている。

・「キャリア・ノート」は，総合的な学習の時間を中心に活用した。新たに設けた記録の
ページでは，社会貢献活動の記録や読書の記録，検定試験の結果など，課・学科・学年
等が連携して取り組んだ。学年によっては，「キャリア・ノート」を補完するスケジュール帳
を導入するなどの取組も見られた。今後，振り返りの時間確保や生徒の自主的な活用を
一層進めたい。また，キャリア教育の手引きの改訂，校内研修の開催などで，キャリア教
育や「キャリア・ノート」についての教職員の理解を深め，生徒へその意義をもきちんと伝
えられるよう努めたい。



達成状況
個別
評価

総合
評価 達成状況

個別
評価

総合
評価 結果の分析 評価の妥当性 改善方策の適切さ

総務課

「キャリア・ノート」の活用を
通して，コミュニケーション能
力の育成・伸長を図る。

・７つの力の育成を意識しながら，コミュ
ニケーション能力育成プログラムやＣＣＴ
等の様々な活動を実践する。

・プログラム実施前後のアンケートで，肯
定的評価の割合が増加する。

・外部講師による講演会（１年生対象）・
研修会（教員対象）を実施し，プログラム
に取り組む動機づけを行った。

Ｂ Ｂ

・プログラム前後のアンケート結果から，
ほぼ例年通りのコミュニケーション能力の
伸びが見られた。

Ｂ Ｂ

・個々の力で見ると，自他肯定力
の伸びが芳しくない。

妥当である。 適切である。

進路指導
課

「キャリア・ノート」に対応し
て適切な進路情報を提供し，生
徒の進路意識を喚起する。

・『進路便り』等の広報紙や集会，ＣＣＴ
を通して，進路情報の提供を行い，早期か
らの進路意識の高揚を図る。
・成績上位者の伸長，成績不振者への指導
など，生徒個人に応じたきめ細かい指導を
行い，卒業まで諦めずに学習に取り組ませ
る。

・『進路便り』を各学年，年間１２回以上
発行する。
・就職希望者が卒業時に全員内定してい
る。国公立大進学希望者の合格者数が前年
より増加している。浪人や特別な事情があ
る生徒を除き，卒業時の進路未決定者がゼ
ロである。

・『進路便り』は，10月13日現在で，１年
18回，２年8回，3年6回発行した。ＣＣＴや
講演会と連動して，生徒の進路意識の喚起
がある程度なされたと考えている。
・就職希望者のうち，10月13日現在で11名
中10名が内定を受けている。年内には全員
内定の見通し。センター試験出願者は210
名。最後まで学習に取り組ませるという方
針が定着しつつある。

Ａ
Ａ

Ａ

・『進路便り』の発行回数の目標は各学年
とも年度末には達成の見通し。
・就職希望者は全員内定。商業科，国公立
大学推薦入試の合格者が５名と昨年度（２
名）に比べて増加。普・国の生徒もセン
ター試験の得点が昨年度から大きく上昇し
ており，目標は達成できる見込みである。

Ａ
Ａ

Ａ

・ＣＣＴやキャリア教育と連動し
て，各学年の適切な時期に進路情
報を提供することができたと考え
ている。
・卒業まで粘り強く学習に取り組
ませるという方針が浸透している
結果だと考えられる。

妥当である。 適切である。

図書課

未貸出者の数を減らすことに
よって読書に親しむ態度を育
て，柔軟性や情況把握力を向上
させる。

・読書リレーにクラスで取り組む(協力力)
・ビブリオバトル（新規）で本をなかだち
としたコミュニケーションを体験し，読書
に親しむ態度を育てる(発信力)
・読書記録(「キャリア・ノート」)の利用
を促す。
・図書館ディスプレイを利用した生徒有志
による本の紹介(実行力・発信力)

・年々未貸出者の数字は増加しており，昨
年度は45％に上る(オリエンテーション貸出
を除く)。何とか400人未満，できれば350人
未満に抑えたい。
・生徒有志によるオススメ本紹介映像を流
す（年間15人程度）。

・ビブリオバトルについては，２年生で和
やかに実施できた。１年生でも同様に実施
予定。
・10/31現在，本校図書館での未貸出生徒数
は415名（43.5%）昨年と同レベル。読書リ
レー等に力を入れて昨年よりアップさせた
い。
・オススメ本紹介の映像は，定期的に流せ
ているが，生徒を登場させての動画は技術
的に難しい。今後の課題としたい。

Ａ
Ｂ

Ｂ

・未貸出者については劇的に改善し，321名
（２月末現在）まで減少した。特に，１年
生でのビブリオバトル実施，書籍の展示方
法の工夫などが効果的だった。貸出冊数も
昨年同期よりも生徒分で約2000冊も改善し
ている。読書リレーも含め工夫が実ってき
た。
・昨年度新設した図書館ディスプレイは定
期的に活用できているが，動画となると技
術的にも難しいのが現状。今後の課題とし
たい。

Ａ
Ｂ

Ａ

・読書リレー，ビブリオバトルと
いった取り組みが奏功し，年度後
半に未貸出者，貸出冊数ともに大
幅に改善した。未貸出者について
は中間期に比較して，約100名（約
10％）の改善で，急伸と言える状
況であった。特に，１年生は未貸
出者，貸出冊数ともに大いに改善
した。

妥当である。

適切である。図
書館と各教科
の連携した取
組に期待する。

３年

コミュニケーション能力育成プ
ログラムが全科展開された最初
の学年として,１年次から積み上
げた７つの力が反映された
「キャリア・ノート」を作り上
げ,進路指導を行う。

・学校行事やＣＣＴをはじめとする様々な
場面で,生徒が７つの力を主体的に発揮でき
るようにし,進路実現に向け,身に付けた力
を活かすことができるようにする。

・「キャリア・ノート」を完成させる。
・進路指導アンケートの質問９「進路指導
の満足度」で,「満足」「まあ満足」と回答
する生徒が95％を上回る。

・学年集会や生徒会行事では多くの生徒が
主体的に身に付た力を発揮することができ
た。キャリア教育委員会と連携し,コミュニ
ケーション能力育成プログラム全科展開初
年度の学年として,キャリアマネジメントの
観点も踏まえながら「キャリア・ノート」
の完成に向け協力していく。

Ａ
－

Ａ

・生徒の進路実現に向けた取り組みを観察
し，「キャリア・ノート」に「振り返り」
の項目を入れ，より活かすことのできる
ノートにしていく提案をした。
・アンケート質問９の項目では,94％の生徒
が「満足」「まあ満足」と回答した。

Ｂ
Ａ

Ｂ

・コミュニケーション能力育成プ
ログラムの全科展開を通じて，多
くの生徒が，自分自身の力を把握
することができたことが進路決定
に好影響を与えている。

評価はＡで
もよいとの意
見あり。

適切である。

２年

７つの力の育成（特に，発信
力，実行力，自他肯定力の３つ
の力の強化）。

・ＣＣＴや修学旅行前後の学習の中で，自
分の意見や考えを発信する機会を多く設け
る。
・スケジュール管理を意識させ，今自分に
必要な課題を自ら考え解決する力を伸ば
す。

・年度の初めと終わりにアンケートを実施
し，自分の力がアップしたと感じる生徒が
増える。

・ＣＣＴや修学旅行前後の学習で，クラス
内や学年全体の場で発表したり，表現した
りする機会をできるだけ用意した。人前で
話すことに対する抵抗感は減っているよう
である。
・スケジュール帳の効果的利用を機会ある
ごとに促しているが，クラス差，個人差が
ある。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

・2月に再びアンケートを実施し，4月のも
のと比較した結果，発信力が伸びたと答え
た生徒は178名（56％），実行力は162名
（51％），自他肯定力は144名（45％）で
あった。
・スケジュール帳についても同様にアン
ケート調査をした。「活用できたか？」と
いう問いに対して「はい」と答えた生徒は
約３５％，「まあまあ」は約75％であっ
た。

Ａ
Ｂ

Ｂ

・生徒が苦手意識を持つ項目なの
で，5段階評価の１ポイント以上伸
びる生徒が1～2割いればよいと考
えていたが，ほぼ半数以上の生徒
が自分で伸びを感じているのは期
待以上の成果だ。
・スケジュール帳の活用について
も，四分の三の生徒がなんとか活
用しようとしていることが分かっ
た。

妥当である。 適切である。

１年

進路意識の高揚を図る。 ・「進路の手引き」と「キャリア・ノー
ト」を利用して，進路に関する情報を提供
し，理解を深めさせる。

・３学期にアンケートをとり，進路に関す
る理解が深まった者が９割以上。

・ＣＣＴの時間や進路通信（18号）や学年
通信（23号）を通して進路に関する情報を
提供している。生徒もよく読んで理解して
いるようである。

Ａ Ａ

・３学期にアンケートをとった結果，進路
に関する理解が深まった者が７８％，そう
でもない，と答えた者が２１％だった。 Ｂ Ｂ

・進路通信や学年通信を出すだけ
では自分に関係のない（興味のな
い）情報に興味を持たない。 妥当である。 適切である。

生徒課

学校内外での諸活動を通じて，
生徒が豊かな人間性や社会人と
して必要な資質を身に付けるた
めの援助を行う。

・ＴＰＯに応じた態度の醸成を通じて，社
会的自立に必要な情況把握力・傾聴力を向
上させる。
・社会貢献活動を通じて，協力する力・自
他肯定力・実行力の向上を図る。
・生徒会活動などの特別活動や部活動を充
実させ，心身の健全な成長を促す。

・積極的に挨拶をすることができる。
・制服の着こなしや言葉遣いなどを情況に
応じて正しく選択することができる。
・特別活動や課外活動に能動的に参加し，
自らの内面的成長を促せている。

・挨拶ができる生徒は増えているが，誰に
対してもではない。校内では教員や来客と
挨拶をかわすなどの具体的ルールが必要。
・雰囲気を著しく損なう制服の着崩しはな
いが，スカートが短い生徒はいる。年度初
めに力を入れたリップの指導も尻すぼみ。
新仕様の制服で雰囲気を変えたい。
・特別活動への取り組みは活発で，校外に
も誇れる部分である。部活動も最終下校時
刻の遵守など節度ある活動ができている。

Ｂ
Ｂ
Ａ

Ｂ

・校内においては挨拶ができるようになっ
たが，校外では挨拶を返せない生徒はい
る。
・スカートの丈が短い女子生徒は少なから
ずいる。姿見を活用させ，身嗜みを自主的
に正す習慣を身につけさせる必要がある。
・社会貢献活動・生徒会活動などの特別活
動や部活動に多くの生徒が能動的に参加し
た。秋桜祭などにおけるスマホ特別ルール
の遵守については過去最高といえる良い状
況であった。

Ｂ
Ｂ
Ａ

Ｂ

・生徒が意識せずに挨拶が自然に
できるように継続的な働きかけが
不可欠である。
・ＴＰＯを充分に弁えられず，流
行に左右され，アバウトな取組を
自らに許している生徒がまだ存在
する。
・特別活動については，最善を尽
くそうという生徒の意識を教員が
喚起することの重要性が再確認で
きた。

妥当である。 適切である。

厚生課

校内の環境美化に力を入れ，教
育環境の整美に努める。

・トイレ，教室を重点的に清掃する。 ・トイレ，教室がきれいになることで教育
環境が向上する。

・トイレは毎日使用するので，日々の清掃
が大切である。だいたいの場所は，清掃が
行なわれており良好と考えられるが，一部
に不完全なところがあり，関係の先生生徒
と協力していきたい。その他の場所につい
ては，だいたい清掃は行われているよう
だ。

Ｂ Ｂ

・昨年度と比べると，状況は良いと思われ
る。ここ数年重点目標として，トイレ掃除
を掲げているためか，少しずつ意識の変化
が出ていると考える。 Ｂ Ｂ

・トイレはピカピカとまではいえ
ないが，一定の状態を保っている
と考えている。 評価はＡで

もよいとの意
見あり。

適切である。

国際情報
科

学習環境，身だしなみを整え，
学習に向かう姿勢を身に着けさ
ることで学力向上を図り，生徒
一人一人の希望に合った進路を
実現させる。

・掃除，整理整頓を習慣づけ，継続的な身
だしなみの指導をする。
・目標設定，課題等の計画的な取り組みを
推進する。

・ホームルームが定期的に整理整頓されて
おり，身だしなみやあいさつに注意を払う
ことができる生徒が増える。
・落ち着いて学習できる環境が整い進路実
現への意識が高まる。

・ホームルーム環境や身だしなみについて
は担任が継続的に指導しており，徐々に改
善している。
・３年生では進路へ向けて本格的な取り組
みが始まり，進路意識が高まっている。
１・２年生も行事を通して学習意欲を高
め，進路実現へ向けて各自が力を伸ばして
いけるよう意識付けができつつある。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

・ホームルーム環境や身だしなみについて
は落ち着いてきた。
・３年生はセンター試験で情報基礎や英語
において高得点を出し，国公立大学出願数
が増加したことで，１，２年生にとっても
よい刺激となった。イングリッシュキャン
プ，異文化理解講座，スピーチコンテスト
などを通して２年生が１年生をリードし，
学習意欲を高めあうことができた。

Ｂ
Ｂ

Ｂ

・一部の生徒について，継続的な
指導が必要である。
・３年生は情報基礎で結果を出す
ことが，進路の幅を広げることを
示した。２年生についてはすべて
の行事に全力を出し切り，１年生
に引き継ぐことができた。行事の
取り組み運営についての反省を元
に来年度に向けて心構えができ
た。

妥当である。 適切である。

３年

身だしなみなど西高生にふさわ
しい態度について理解し,「美し
く歩く」ことのできる生徒を育
成する。また,ＴＰＯをわきまえ
て行動できる「美しく話す」生
徒を育成する。

・進路実現を念頭に, 日常的な生徒・教職
員間のコミュニケーションを重視し,問題の
ある場合に積極的に働きかける。

・年間の特別指導を５件以下に留め,学年集
会における身だしなみチェック（生活点
検）で指導を要する生徒が毎回５名以下で
ある。

・特別指導の件数は１件と落ち着いて進路
実現に向け取り組めている。身だしなみに
ついては，行事や集会，授業で定期的に声
掛けをし生徒課の指導を要する生徒はいな
い。

Ａ Ａ

・年間の特別指導は１件であった。身だし
なみチェックで指導を要する生徒も毎回数
名であった。

Ａ Ａ

・入学時から生活指導を学年の重
点目標とし取り組み，一定の効果
がみられた。３年間で進路実現を
きっかけとした生活指導の重要性
を再認識した。

妥当である。 適切である。

１年

高校生らしい生活習慣，身だし
なみ，言葉遣いを身に付けさせ
る。

・ＴＰＯに応じた挨拶や行動をとることが
できるよう指導する。

・ＴＰＯに応じた挨拶，行動をとることが
できる生徒が８割。(職員室に入室してくる
ときにチェックする。）

・考査後の学年集会で服装・頭髪検査を
行っている。職員室に入室するときにはス
カートなど服装を整えさせている。 Ｂ Ｂ

・職員室に入室してくるとにチェックした
結果，９割の生徒がＴＰＯに応じた挨拶，
行動ができている。ただし，挨拶の声は小
さい。

Ａ Ａ

・学年集会で服装・頭髪検査を行
う時にはきちんとするが，化粧・
口紅・スカートの長さについて，
なかなか直らない生徒も数名い
る。

妥当である。 適切である。

・発信力や実行力の伸長は，小さな成功体
験を積むことにつきる。今後も可能な限り
生徒に機会を用意したい。
・うまく活用できている生徒のスケジュー
ル帳をコピーさせてもらい，学年で共有す
るなど，上手な活用の仕方をさらに探って
いきたい。

・通信には内容も吟味しながら，彼らの興
味を引く内容も入れていくべきだ。

・低学年でのより一層の進路意識の向上を
はかっていく仕掛が必要。キャリア教育委
員会と連携して，生徒のやる気を起こさせ
るような進路講演会やキャリアガイダンス
の選定を行う必要がある。
・早期に進路を決定した生徒や進路が最後
まで決まらない生徒への細やかな指導を
行っていく必要がある。

・読書リレーについては他者への働きかけ
が苦手な者が図書委員になっていることが
多いので，教員の助力が必要。読書ＬＨＲ
の積極実施等。
・ビブリオバトルはぜひ継続できるようＬ
ＨＲ計画に入れること。
・図書館ディスプレイの活用については，
技術的な問題もあるので，可能な利用方法
も含めて再検討する。

・ＣＣＴと進路実現の関連性を感じた。
「キャリア・ノート」を活用しながら，担
任をはじめとした学年団全体で個々の生徒
の理解をさらに進めていく必要がある。

③

・生徒に挨拶すれば返されるという安心感
を与えるため，全教職員が自ら積極的に挨
拶する必要がある。
・新仕様のスカートになっても，身嗜みの
指導はマンパワーによる部分が大きいこと
を全教職員が自覚する必要がある。
・社会貢献活動をインターンシップと連動
させた計画に変えていく必要がある。スマ
ホ特別ルールを本校の伝統にしていく必要
がある。

・汚さないという意識を高めていくこと
が，トイレを汚さない一番の方策である。
自分の家のトイレと違うので最初は掃除の
仕方がわからない生徒もいるが，徐々にで
きるようになるので引き続き指導をお願い
したい。

・日々の声掛けと，クラス全体の協力が必
要。
・上級生の取り組みなどの情報を共有し，
目標設定を明確にさせる。英検やITﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ
など，明確な目標に向けて取り組むことで
クラス全体の意欲が高まるため，なるべく
多くの生徒が取り組めるように指導してい
く。

・来年度から制服がマイナーチェンジされ
ることを機会により強く生徒課と連携し，
入学時からの指導を徹底する。よりよいコ
ミュニケーションには身嗜みが大切であ
る。

・学年集会だけでなく，職員室に入室する
ときには，毎日声かけをする。

学校関係者評価

改善のための方策

②

・それぞれのプログラムでの狙いをより明
確にし，「キャリア・ノート」への記録の
させ方を工夫する。
・ルーブリック評価表の活用を通して，７
つの力への意識を高めさせる。

該当する経
営目標の
番号

課・学科・学
年等 具体的目標 具体的計画 達成基準

中　間　期 年　度　末


